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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次  
第27期

第３四半期連結
累計期間

第28期
第３四半期連結
累計期間

第27期
第３四半期連結
会計期間

第28期
第３四半期連結
会計期間

第27期

会計期間  

自平成20年
６月１日
至平成21年
２月28日

自平成21年
６月１日
至平成22年
２月28日

自平成20年
12月１日
至平成21年
２月28日

自平成21年
12月１日
至平成22年
２月28日

自平成20年
６月１日
至平成21年
５月31日

売上高 (千円) 12,689,33021,233,4833,389,4255,471,13819,722,037

経常利益又は

経常損失(△)
(千円) 271,630 831,417△95,915 176,613 313,280

四半期(当期)純利益又は

四半期純損失(△)
(千円) 86,236 281,022△117,527 65,075 122,486

純資産額 (千円) － － 3,373,9963,641,1023,365,698

総資産額 (千円) － － 21,111,08716,078,49419,073,879

１株当たり純資産額 (円) － － 227,037.81245,674.95228,283.15

１株当たり四半期(当期)

純利益金額又は

四半期純損失金額(△)

(円) 5,829.1419,113.29△7,951.254,426.008,288.99

潜在株式調整後１株当た

り四半期(当期)純利益金

額

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) － － 15.8 22.5 17.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △2,090,6573,391,441 － － 45,584

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 17,565△283,119 － － 82,267

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 1,025,730△3,115,793 － － △1,005,360

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
(千円) － － 1,757,2651,919,6471,927,118

従業員数 (人) － － 111 125 115

　(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 平成22年２月28日現在

従業員数(人) 125 [77]

　(注)　従業員数は就業人員であり、[　]内は外数で、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

(2) 提出会社の状況

 平成22年２月28日現在

従業員数(人) 59 [29]

　(注)　従業員数は就業人員であり、[　]内は外数で、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当グループの生産実績及び受注実績は住宅事業について記載しております。　

なお、都市事業は生産及び受注の形態をとらないため、該当事項はありません。　

(1) 生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

住宅事業 6,487,136 ＋137.4

合計 6,487,136 ＋137.4

　(注) １　金額は、販売価格によっております。

２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2) 受注実績

　当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別
セグメントの名称

受注高 受注残高

数量(戸) 金額(千円)
前年同

四半期比(％)
数量(戸) 金額(千円)

前年同
四半期比(％)

住宅事業 104 3,841,817＋36.3 37 1,384,700＋13.6

合計 104 3,841,817＋36.3 37 1,384,700＋13.6

　(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　住宅事業のうち中古不動産の販売については、事業の性質上、上記には含まれておりません。

(3) 販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 数量(戸) 金額(千円) 前年同四半期比(％)

住宅事業 118 4,839,987 ＋62.2

都市事業 － 631,151 　＋55.7

合計 118 5,471,138 　＋61.4

　(注) １　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　住宅事業の金額には中古不動産の販売分が含まれておりますが、数量には中古不動産の販売分が含まれており

ません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクに変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部の業種において企業収益の回復がみられたものの、厳し

い雇用環境や伸び悩む個人消費などを背景に、全体としては低調に推移しました。

不動産業界においては、経済対策として住宅版エコポイント制度が導入されましたが、新設住宅着工戸数は依然

として低水準で推移しているなど、厳しい環境となりました。

このような状況下、当グループは販売活動に積極的に取り組むとともに、当第３四半期連結会計期間より長期優

良住宅の販売を開始するなど、商品開発にも注力してまいりました。

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　住宅事業

一次取得者層の需要に支えられるとともに、分譲住宅における資金回収期間の短縮ならびに１戸当たりのコ

スト削減に取り組んでまいりました。売上高は4,840百万円(前年同期比62.2％増)、営業利益は306百万円(前年

同期比492.2％増)となりました。

②　都市事業

ゴルフ場運営による業績が堅調に推移したこと等により、売上高は639百万円(前年同期比57.6％増)、営業利

益は44百万円(前年同期比6.6％増)となりました。

所在地別セグメントの業績については、当第３四半期連結会計期間において、在外子会社及び在外支店がないた

め記載しておりません。

当第３四半期連結会計期間の売上高は5,471百万円(前年同期比61.4％増)、営業利益は242百万円(前年同期は28

百万円の営業損失)、経常利益は176百万円(前年同期は95百万円の経常損失)、四半期純利益は65百万円(前年同期は

117百万円の四半期純損失)となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が174百万円(前

年同期は104百万円の税金等調整前四半期純損失)、たな卸資産の減少による収入が414百万円(前年同期は1,558百

万円の支出)となったことを主な要因として107百万円の収入(前年同期は1,117百万円の支出)となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主として有形固定資産の取得等により109百万円の支出(前年同期比

56.1％減)となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済による支出が借り入れによる収入を上回ったこと等によ

り、490百万円の支出(前年同期は857百万円の収入)となりました。

以上の結果により、現金及び現金同等物は489百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末残高は1,919百万円(前

年同期比9.2％増)となりました。

(3) 財政状態の分析

①　資産

資産合計は、たな卸資産の減少を主な要因として、前連結会計年度末と比較して2,995百万円減少し、16,078百

万円となりました。

②　負債

負債合計は、たな卸資産の売却に伴う借入金の減少等を主な要因として、前連結会計年度末と比較して3,270百

万円減少し、12,437百万円となりました。

③　純資産

純資産合計は、利益剰余金の増加を主な要因として、前連結会計年度末と比較して275百万円増加し、3,641百万

円となりました。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,000

計 48,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年２月28日)

提出日現在発行数(株)
(平成22年４月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,800 14,800
大阪証券取引所

(JASDAQ市場)　

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 14,800 14,800 － －

　(注)　第３四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、ジャスダック証券取引所であります。なお、ジャスダック証券

取引所は、平成22年４月１日付で大阪証券取引所と合併しておりますので、同日以降の上場金融商品取引所は、大

阪証券取引所であります。

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月１日～

平成22年２月28日　
－ 14,800 － 279,125 － 269,495
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(5)【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

 

(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成21年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。　

 平成22年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　　   97 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　 14,703 14,703 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 14,800 ― ―

総株主の議決権 ― 14,703 ―

 

②【自己株式等】

平成22年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総
数に対する所
有株式の割合
(％)

株式会社ウッドフレンズ 名古屋市中区栄四丁目５番３号　 97 －　 97 0.65

計 － 97　 － 97　 0.65　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
６月

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
平成22年
１月

２月

最高(円) 94,500147,000139,900128,000122,800123,000118,000146,000135,500

最低(円) 90,50093,600127,000118,600110,00089,00090,000116,000121,000

　(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。株式会社ジャスダック証券取引所は、平成22

年４月１日付で株式会社大阪証券取引所を存続会社として合併しております。なお、当該合併に伴う市場の変更

はありません。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第

14号)により作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年12月１日から平成21年２月28日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平

成20年６月１日から平成21年２月28日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結会計期

間(平成21年12月１日から平成22年２月28日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年６月１日から平成22年２

月28日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年12月１日から平成

21年２月28日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年６月１日から平成21年２月28日まで)に係る四半期連結

財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年12月１日から平成22年２月28日まで)及び当第３四半期連結累

計期間(平成21年６月１日から平成22年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四

半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社ウッドフレンズ(E03988)

四半期報告書

 9/24



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※3
 1,957,147 1,927,118

完成工事未収入金 13,597 13,765

売掛金 46,473 60,518

販売用不動産 ※3
 5,393,606

※3
 7,027,303

仕掛販売用不動産 ※3
 4,025,307

※3
 4,996,855

商品 5,126 7,399

未成工事支出金 ※3
 1,018,710

※3
 1,187,882

原材料 41,412 46,546

その他 484,191 472,252

流動資産合計 12,985,572 15,739,642

固定資産

有形固定資産 ※1, ※3
 2,767,608

※1, ※3
 2,992,774

無形固定資産 96,426 123,233

投資その他の資産 ※2
 228,888

※2
 218,228

固定資産合計 3,092,922 3,334,236

資産合計 16,078,494 19,073,879

負債の部

流動負債

工事未払金 983,476 1,321,942

買掛金 78,551 56,596

1年内償還予定の社債 228,000 28,000

短期借入金 ※3
 4,942,075

※3
 5,582,745

1年内返済予定の長期借入金 ※3
 1,367,610

※3
 2,603,858

未払法人税等 285,204 170,485

賞与引当金 43,012 3,505

完成工事補償引当金 79,200 77,800

その他 566,988 618,942

流動負債合計 8,574,118 10,463,875

固定負債

社債 30,000 244,000

長期借入金 ※3
 3,164,334

※3
 4,352,306

退職給付引当金 5,768 6,052

役員退職慰労引当金 97,673 92,750

その他 565,498 549,195

固定負債合計 3,863,273 5,244,304

負債合計 12,437,392 15,708,180
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 279,125 279,125

資本剰余金 269,495 269,495

利益剰余金 3,073,838 2,817,810

自己株式 △9,449 △9,449

株主資本合計 3,613,008 3,356,981

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △849 △533

評価・換算差額等合計 △849 △533

少数株主持分 28,943 9,251

純資産合計 3,641,102 3,365,698

負債純資産合計 16,078,494 19,073,879
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成21年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成22年２月28日)

売上高 12,689,330 21,233,483

売上原価 10,833,671 18,579,027

売上総利益 1,855,658 2,654,456

販売費及び一般管理費 ※2
 1,358,191

※2
 1,597,783

営業利益 497,467 1,056,672

営業外収益

受取利息 955 189

受取手数料 6,210 10,217

違約金収入 11,077 4,237

その他 13,402 9,975

営業外収益合計 31,645 24,619

営業外費用

支払利息 235,345 177,989

その他 22,136 71,885

営業外費用合計 257,482 249,874

経常利益 271,630 831,417

特別利益

投資有価証券売却益 1,846 －

特別利益合計 1,846 －

特別損失

固定資産除却損 ※3
 4,729

※3
 10,499

減損損失 － 172,513

投資有価証券評価損 9,999 －

特別損失合計 14,729 183,012

税金等調整前四半期純利益 258,747 648,404

法人税等 144,370 347,689

少数株主利益 28,140 19,691

四半期純利益 86,236 281,022
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年２月28日)

売上高 3,389,425 5,471,138

売上原価 2,969,570 4,687,491

売上総利益 419,855 783,646

販売費及び一般管理費 ※2
 447,967

※2
 540,844

営業利益又は営業損失（△） △28,112 242,801

営業外収益

受取利息 180 70

受取手数料 1,823 3,216

違約金収入 11,077 2,200

その他 3,445 4,666

営業外収益合計 16,526 10,153

営業外費用

支払利息 76,317 51,778

その他 8,011 24,563

営業外費用合計 84,329 76,341

経常利益又は経常損失（△） △95,915 176,613

特別利益

投資有価証券売却益 1,846 －

特別利益合計 1,846 －

特別損失

固定資産除却損 ※3
 830

※3
 2,417

投資有価証券評価損 9,999 －

特別損失合計 10,829 2,417

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△104,899 174,195

法人税等 3,266 105,304

少数株主利益 9,360 3,815

四半期純利益又は四半期純損失（△） △117,527 65,075
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年６月１日
　至　平成21年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成22年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 258,747 648,404

減価償却費 134,826 206,337

のれん償却額 19,266 19,266

減損損失 － 172,513

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25,900 －

受取利息及び受取配当金 △2,152 △1,103

支払利息 235,345 177,989

売上債権の増減額（△は増加） 4,295 14,212

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,291,505 2,781,825

仕入債務の増減額（△は減少） 490,518 △313,448

その他 △214,329 142,412

小計 △1,390,888 3,848,409

利息及び配当金の受取額 2,152 1,103

利息の支払額 △235,770 △179,248

法人税等の支払額 △466,151 △278,823

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,090,657 3,391,441

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △572,199 △206,577

有形固定資産の売却による収入 ※2
 603,464 －

その他 △13,699 △76,542

投資活動によるキャッシュ・フロー 17,565 △283,119

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 9,322,350 8,177,632

短期借入金の返済による支出 △9,066,538 △8,818,302

長期借入れによる収入 2,277,950 722,568

長期借入金の返済による支出 △1,345,665 △3,146,787

社債の償還による支出 △14,000 △14,000

リース債務の返済による支出 △1,944 △11,936

自己株式の取得による支出 △6,280 －

配当金の支払額 △140,141 △24,966

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,025,730 △3,115,793

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,047,361 △7,471

現金及び現金同等物の期首残高 2,804,627 1,927,118

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,757,265

※1
 1,919,647
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

1　会計処理基準に関する事項の変更 (1) 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更　

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用し

ておりましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　

平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業

会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を第１四半期連結会計期間

より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四

半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる

工事については工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、

工期がごく短いもの等その他の工事については工事完成基準を適用して

おります。

但し、平成21年５月31日以前に着手した工事契約については、工事完成基

準を適用しております。

この変更により、損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書)

１　前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「役員賞与引当金の増減額」(当第３四半期連結累計期

間△2,000千円)は、重要性が乏しくなったため、当第３四半期連結累計期間においては営業活動によるキャッシュ・

フローの「その他」に含めて表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

(四半期連結貸借対照表)

１　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日内閣府令第

50号)が適用となることに伴い、前第３四半期連結会計期間において、「販売用不動産」「未成工事支出金」として

掲記されていたものは、当第３四半期連結会計期間では「販売用不動産」「仕掛販売用不動産」「未成工事支出

金」に区分掲記しております。

　  なお、前第３四半期連結会計期間の「販売用不動産」「未成工事支出金」に含まれる「販売用不動産」「仕掛販売用

不動産」「未成工事支出金」は、それぞれ6,454,074千円、7,106,045千円、1,814,353千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

１　固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して計上する方法によっております。

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に

は、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

１　税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年２月28日）

前連結会計年度末
（平成21年５月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

560,415千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

400,261千円

※２　貸倒引当金直接控除額 ※２　貸倒引当金直接控除額

投資その他の資産 2,000千円 投資その他の資産 2,000千円

※３　担保に供している資産及びこれに対応する債務

　(1) 担保に供している資産

※３　担保に供している資産及びこれに対応する債務

(1) 担保に供している資産

現金及び預金

販売用不動産

37,500千円

4,401,798千円

仕掛販売用不動産　

未成工事支出金

4,006,215千円

　920,830千円

有形固定資産 1,615,391千円　

合計 10,981,736千円

販売用不動産 5,894,047千円

仕掛販売用不動産　

未成工事支出金

4,184,750千円　

888,077千円

有形固定資産 1,659,286千円　

合計 12,626,161千円

　(2) 対応する債務 (2) 対応する債務

短期借入金 4,792,075千円

１年内返済予定の長期借入金 1,245,666千円　

長期借入金 2,705,766千円　

合計 8,743,508千円

短期借入金 4,728,393千円

１年内返済予定の長期借入金 2,554,490千円　

長期借入金 4,277,094千円　

合計 11,559,978千円

　４　保証債務

販売顧客の金融機関からの借入金61,500千円に対し

債務保証を行っております。

　４　保証債務

販売顧客の金融機関からの借入金234,859千円に対

し債務保証を行っております。
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成21年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

　１　売上高の季節的変動

当グループの売上高は、第４四半期連結会計期間に

引渡す物件の割合が大きいため、第１四半期連結会

計期間、第２四半期連結会計期間及び第３四半期連

結会計期間の売上高は、相対的に少なくなる傾向が

あります。

　　　　　　　　　　　――――

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 363,233千円

賞与引当金繰入額 33,903千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,823千円

広告宣伝費 218,222千円

販売手数料 176,366千円

完成工事補償引当金繰入額 26,254千円　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 421,206千円

賞与引当金繰入額 37,348千円

広告宣伝費 256,141千円

販売手数料 211,063千円

完成工事補償引当金繰入額 30,862千円　

※３　固定資産除却損の内訳

建物    890千円

工具器具備品 759千円　

投資その他の資産 450千円　

撤去費用   2,629千円　

合計  4,729千円

※３　固定資産除却損の内訳

建物    7,192千円

工具器具備品 485千円　

撤去費用   2,821千円　

合計  10,499千円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

　１　売上高の季節的変動

当グループの売上高は、第４四半期連結会計期間に

引渡す物件の割合が大きいため、第１四半期連結会

計期間、第２四半期連結会計期間及び第３四半期連

結会計期間の売上高は、相対的に少なくなる傾向が

あります。

　　　　　　　　　　　――――

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 111,826千円

賞与引当金繰入額 27,785千円　

広告宣伝費 70,858千円

販売手数料 50,165千円

完成工事補償引当金繰入額 5,707千円　

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給料手当 131,435千円

賞与引当金繰入額 23,440千円　

広告宣伝費 96,423千円

販売手数料 60,006千円

完成工事補償引当金繰入額 8,210千円　

※３　固定資産除却損の内訳

工具器具備品 380千円　

投資その他の資産 450千円　

合計 830千円

※３　固定資産除却損の内訳

建物　

工具器具備品

1,459千円

485千円

撤去費用 472千円　

合計 2,417千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成21年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年２月28日現在)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年２月28日現在)

現金及び預金勘定 1,757,265千円

現金及び現金同等物 1,757,265千円

現金及び預金勘定 1,957,147千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △37,500千円

現金及び現金同等物　 1,919,647千円

※２　都市事業に関わる収益型不動産につき、取得時に有形

固定資産として計上した物件のうち、当第３四半期

連結累計期間中に販売した物件に係る取得原価部分

を、取得による支出と対比するために投資活動によ

るキャッシュ・フローとして表示しております。

　　　　　　　　　　　――――

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末(平成22年２月28日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年６月１日　至　平

成22年２月28日)

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　14,800株

２　自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　97株

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４　配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年８月27日

定時株主総会
普通株式 24,995 1,700

平成21年

５月31日

平成21年

８月28日
利益剰余金　

５　株主資本金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年２月28日)

 
住宅事業
(千円)

都市事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                     

(1) 外部顧客に対する売上高 2,984,130405,2943,389,425 － 3,389,425

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
663 587 1,250 (1,250) －

計 2,984,793405,8823,390,676 (1,250)3,389,425

営業利益又は営業損失(△) 51,768 42,009 93,777 (121,890)△28,112

　

当第３四半期連結会計期間(自　平成21年12月１日　至　平成22年２月28日)

 
住宅事業
(千円)

都市事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                     

(1) 外部顧客に対する売上高 4,839,987631,1515,471,138 － 5,471,138

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
39 8,487 8,526 (8,526) －

計 4,840,026639,6395,479,665 (8,526)5,471,138

営業利益 306,572 44,766 351,339 (108,537)242,801
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前第３四半期連結累計期間(自　平成20年６月１日　至　平成21年２月28日)

 
住宅事業
(千円)

都市事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                     

(1) 外部顧客に対する売上高 10,389,9592,299,37112,689,330 － 12,689,330

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,880 2,291 7,172 (7,172) －

計 10,394,8392,301,66212,696,502(7,172)12,689,330

営業利益 368,138 460,494 828,632 (331,165)497,467

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年６月１日　至　平成22年２月28日)

 
住宅事業
(千円)

都市事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                     

(1) 外部顧客に対する売上高 15,697,0085,536,47421,233,483 － 21,233,483

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
635 27,368 28,003 (28,003) －

計 15,697,6435,563,84321,261,486(28,003)21,233,483

営業利益 867,459 505,4391,372,899(316,226)1,056,672

　(注) １　事業の区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な商品

(1) 住宅事業‥‥‥戸建分譲住宅の企画・設計・施工・販売、注文住宅の設計・施工、戸建住宅用地の販売、中

古不動産の加工・販売

(2) 都市事業‥‥‥収益型不動産の企画・販売、収益型不動産の賃貸運営、収益物件用地の販売、ゴルフ場サー

ビスの提供、生活関連サービスの提供

【所在地別セグメント情報】

在外子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

【海外売上高】

海外売上高がないため該当事項はありません。

（有価証券関係）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。

（デリバティブ取引関係）

デリバティブ取引を利用していないため該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年２月28日）

前連結会計年度末
（平成21年５月31日）

１株当たり純資産額 245,674.95円 １株当たり純資産額 228,283.15円

２．１株当たり四半期純利益金額又は純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成21年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 5,829.14円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 19,113.29円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年６月１日
至　平成21年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成22年２月28日）

四半期純利益(千円) 86,236 281,022

普通株主に帰属しない金額(千円) －     －

普通株式に係る四半期純利益(千円) 86,236 281,022

期中平均株式数(株) 14,794 14,703

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

１株当たり四半期純損失金額 △7,951.25円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 4,426.00円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　(注) １株当たり四半期純利益金額又は純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年２月28日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) △117,527 65,075

普通株主に帰属しない金額(千円) －     －

普通株式に係る四半期純利益又は

四半期純損失(△)(千円)
△117,527 65,075

期中平均株式数(株) 14,781 14,703

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年４月14日

株式会社ウッドフレンズ

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山　内　和　雄　　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松　岡　憲　正　　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　﨑　宏　一　　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウッドフレ

ンズの平成20年６月１日から平成21年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年12月１日から平

成21年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間(平成20年６月１日から平成21年２月28日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウッドフレンズ及び連結子会社の平成21年２月28日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、当第１四半期会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業基準第９号　平成18年７月５日)を適用している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　(注)１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が別途保管しております。　

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年４月13日

株式会社ウッドフレンズ

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　﨑　宏　一　　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 楠　元　　宏　　　

 
　
　

 　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ウッドフレ

ンズの平成21年６月１日から平成22年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平

成22年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間(平成21年６月１日から平成22年２月28日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ウッドフレンズ及び連結子会社の平成22年２月28日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　(注)１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提

出会社)が別途保管しております。　

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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